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兄
島
に
お
け
る
不
発
弾
処
理
に 

伴
う
進
入
禁
止
に
つ
い
て 

 

先
般
、
兄
島
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
不
発
弾
の
安

全
化
（信
管
除
去
・
処
分
）作
業
を
、
陸
上
自
衛
隊
不

発
弾
処
理
隊
に
よ
り
、
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。 

安
全
に
は
十
分
配
慮
し
実
施
い
た
し
ま
す
が
、
村

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

                               

 

【
日
時
】
10
月
10
日
（月
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

 

【
場
所
】
兄
島 

家
内
見
崎 

※
右
記
の
時
間
内
は
、
進
入
禁
止
区
域
内
の
立
ち

入
り
お
よ
び
船
舶
の
航
行
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

（左
図
参
照
）。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

                               

衆
議
院
議
員
選
挙
の
結
果 

  

９
月
11
日
に
行
な
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
有
権
者
数
】 

 

《
父
島
》
１
５
２
４
人 

《
母
島
》
３
６
６
人 

 

《
合
計
》
１
８
９
０
人 

【
投
票
率
】 

 

《
父
島
》
65
・
88
％ 

《
母
島
》
67
・
49
％ 

 

《
合
計
》
66
・
19
％ 

【
得
票
数
】 

《
東
京
都
選
出
》 

 
 

石
原 

ひ
ろ
た
か 

６
３
５
票 

 
 

ま
つ
ば
ら 

仁 
 

４
６
２
票 

 
 

後
藤 

ひ
と
し 

 

１
１
１
票 

 
 

無
効
投
票 

 
 
 
 
 
  

43
票 

 

《
比
例
代
表
選
出
》 

 
 
 

自
由
民
主
党 

 
 

５
２
３
票 

 
 
 

民
主
党 

 
 
 
 

３
１
０
票 

 
 
 

公
明
党 

 
 
 
 

１
５
９
票 

 
 
 

日
本
共
産
党 

 
 

１
１
３
票 

 
 
 

新
党
日
本 

 
 
 
 
 
  

73
票 

 
 
 

社
会
民
主
党 

 
 
 
 
  

48
票 

 
 
 

無
効
投
票 

 
 
 
 
 
  

26
票 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会 

２
―
３
１
１
１ 

 

村
民
意
見
・提
案
・相
談
受
付
窓
口 

 

相
談
日
以
外
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
10
月
12
日
（水
） 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

【
場
所
】
父
島 

総
務
課
総
務
係 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率

9/26現在 

父島 

95.8/100 

母島  

100/100 

８月気象状況   （父島）

最高気温   31.8℃ 

最低気温   24.2℃ 

平均気温   28.2℃ 

平均湿度   81％ 

月降水量   30.5mm

住民基本台帳登録者数（９/１） 

             2,375人 

             父島      母島   

  人口      1,931人   444人 

  世帯      1,030     238 

短期滞在者     17人      9人 

ＮＯ．５０4 

平成1７年(2005) 

10/１(土) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり
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南
島
外
来
植
物 

除
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

  

今
年
度
２
回
目
の
除
去
作
業
に
つ
い
て
村
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
い
ま
す
。 

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
申
し
込
み
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

【
日
時
】
10
月
10
日
（月
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分 

 

【
募
集
定
員
】
13
人 

 

【
作
業
内
容
】 

南
島
に
お
け
る
３
時
間
程
度
の
除
草
作
業 

 

【
申
込
期
限
】
10
月
５
日
（水
） 

 

※
応
募
が
多
い
場
合
は
先
着
順
に
な
り
ま
す
。 

 

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室 

２
―
３
１
１
１ 

 

軽
自
動
車
税
の
あ
ら
ま
し
と 

登
録
・
廃
車
に
つ
い
て 

 

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
、
原
動
機

付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
、
二
輪

の
小
型
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
の
手
続
き

を
さ
れ
て
も
、
そ
の
年
度
は
課
税
さ
れ
ま
す
。 

廃
車
・
譲
渡
等
の
手
続
が
済
ん
で
い
な
い
と
、
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
な
場

合
は
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
自
動
車
税
の
よ
う
な
月
割
り
課
税
の
制
度

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
年
度
途
中
で
廃
車
手
続
き
を

さ
れ
て
も
税
金
の
払
い
戻
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

【
譲
渡
し
た
場
合
】 

軽
自
動
車
を
譲
っ
た
場
合
、
適
切
な
手
続
き
を 

し
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も
旧
所
有
者
に
軽
自
動
車

税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
譲
渡
し
た

と
き
は
速
や
か
に
変
更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
村
外
か
ら
転
入
し
た
場
合
】 

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合
は
、
定
置
場 

が
小
笠
原
村
に
な
り
ま
す
の
で
、
登
録
手
続
き
が 

必
要
で
す
。 

【
村
外
に
転
出
し
た
場
合
】 

転
出
先
で
の
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し 

く
は
転
出
先
の
市
町
村
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

【
廃
棄
し
た
場
合
】 

島
外
搬
出
し
た
だ
け
で
、
そ
の
後
、
村
役
場
等

で
廃
車
手
続
き
を
し
な
い
と
軽
自
動
車
税
が
引
き

続
き
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

【
軽
自
動
車
の
区
分
】 

 

○
軽
自
動
車
（２
５
０
㏄
以
下
の
二
輪
車
を
含
む
） 

○
二
輪
の
小
型
自
動
車 （２
５
１
㏄
以
上
の
二
輪
車
） 

 

○
小
型
特
殊
自
動
車
（農
耕
作
業
用
等
） 

 

○
原
動
機
付
自
転
車 

【
手
続
窓
口
】 

《
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
》 

 
 
 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 
３
―
２
１
１
１ 

 

《
軽
自
動
車
》 

 
 
 

軽
自
動
車
検
査
協
会
東
京
主
管
事
務
所 

 
 
 
 

０
３
―
３
４
７
２
―
１
５
６
１ 

  

《
二
輪
の
小
型
自
動
車
》 

 
 
 

関
東
運
輸
局
東
京
陸
運
支
局 

 
 
 
 

０
３
―
３
４
５
８
―
９
２
３
５ 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度 

 
 

毎
年
10
月
は 

乳 

医
療
証
の
更
新
月
で
す
。 

新
た
に
申
請
さ
れ
る
方
、
更
新
日
の
前
日
ま
で
に

新
し
い
医
療
証
ま
た
は
ご
案
内
が
お
手
元
に
届
か
な

い
方
は
、
村
役
場
村
民
課
ま
た
は
母
島
支
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

申
請
に
は
、
医
療
保
険
加
入
要
件
と
所
得
制
限
の

審
査
が
あ
り
ま
す
の
で
、
健
康
保
険
証
と
平
成
16
年

中
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類
（源
泉
徴
収
票
ま
た
は

区
市
町
村
で
発
行
す
る
所
得
証
明
書
等
）が
必
要
と

な
り
ま
す
。 

平
成
17
年
１
月
１
日
以
降
に
小
笠
原
村
に
転
入

さ
れ
た
方
は
必
ず
所
得
を
証
明
す
る
書
類
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
乳
幼
児 

【
医
療
証
の
有
効
期
間
】 

10
月
１
日
～
平
成
18
年
９
月
30
日 

※
６
歳
児
は
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で 

【
窓
口
負
担
】 

《
通
院
の
場
合
》
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

《
入
院
の
場
合
》
食
事
代
と
し
て
、
１
日
あ
た
り

７
８
０
円
を
支
払
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

 

パ
ス
ポ
ー
ト
出
張
申
請
・
交
付 

 

◎
申
請 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
８
日
（火
） 

 
 
 

午
前
10
時
～
午
後
１
時 

午
後
２
時
30
分
～
６
時 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
役
場
２
階
会
議
室 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
９
日
（水
）
午
後
２
時
～
６
時 

 
《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】 

 

○
戸
籍
謄
（抄
）本 

 
 
 
 

１
通 

 

○
住
民
票 

 
 
 
 
 
 
 

１
通 

 

○
写
真
（
左
図
参
照
） 

 
 

１
枚 

 

○
官
製
は
が
き 

 
 
 
 
 

１
枚 

 

○
身
元
確
認
の
書
類 

 

※
本
籍
が
小
笠
原
に
な
い
方
は
、
戸
籍
謄
（抄
）本
の

取
り
寄
せ
を
お
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
有
効
期
間
が
１
年
未
満
に
な
っ
た
旅
券
の

切
り
替
え
に
つ
い
て
は
、
有
効
旅
券
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
（
戸
籍
の
記
載
内
容
に
変
更
が
な
い
場
合

は
、
戸
籍
謄
抄
本
の
提
出
は
省
略
で
き
ま
す
。）。 

             

◎
交
付 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
３
日
（土
） 

 
 
 

午
前
10
時
～
午
後
１
時 

 
 
 

午
後
２
時
30
分
～
６
時 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
役
場
２
階
会
議
室 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
４
日
（日
） 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

【
交
付
に
必
要
な
も
の
】 

 

○
官
製
は
が
き 

 
 

（
旅
券
課
か
ら
発
送
さ
れ
た
も
の
） 

１
枚 

 
 

○
収
入
印
紙 

 
 
     

10
年
旅
券 

収
入
印
紙 

１
万
３
千
円
分 

 
 

５  

年
旅
券 

収
入
印
紙 

８
千
円
分 

 
 

子  

供
旅
券  

収
入
印
紙 

３
千
円
分 

  

○
現
金
（手
数
料
） 

 
 
 
  

２
千
円 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

  

35 

17±2 

27±2 

単位：ミリメートル

45 

7±2 

○
写
真
サ
イ
ズ 

 

（
ほ
ぼ
原
寸
大
） 
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転
入
・
転
出
等
、
届
出
時
の 

本
人
確
認
に
つ
い
て 

 

小
笠
原
村
で
は
10
月
３
日
（月
）よ
り
、
住
民
異
動

の
届
出
時
（転
入
、
転
出
、
転
居
他
）に
本
人
確
認
を

実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
第
三
者
に
よ
る
本
人
に
な

り
す
ま
し
た
転
入
（転
出
）な
ど
を
防
止
す
る
と
と
も

に
、
住
民
基
本
台
帳
の
正
確
性
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

10
月
３
日
か
ら
、
転
入
、
転
出
、
転
居
等
の
住
民

異
動
の
手
続
き
を
さ
れ
る
方
は
、
運
転
免
許
証
、
旅

券
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
本
人
確
認
が
で
き

る
証
明
書
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。 

そ
の
他
、官
公
署
が
発
行
し
た
免
許
証
、許
可
証
、

地
方
公
共
団
体
が
交
付
す
る
健
康
保
険
証
、
生
活
保

護
受
給
者
証
、
各
種
年
金
証
書
、
資
格
証
明
書
な
ど

で
も
結
構
で
す
。
な
お
、
顔
写
真
付
き
で
な
い
証
明

書
の
場
合
、
複
数
の
提
示
を
求
め
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
証
明
書
が
用
意
で
き
な
い
方
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

届
出
書
を
持
参
さ
れ
た
方
が
代
理
人
の
場
合
は
、

代
理
人
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
と
委
任
状
が
必
要

と
な
り
ま
す
。 

郵
送
で
転
出
手
続
き
を
さ
れ
る
方
は
、

顔
写
真
付
き
の
証
明
書
（コ
ピ
ー
）を
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

行
政
相
談
週
間 

 

10
月
17
日
（月
）か
ら
23
日
（日
）は
「行
政
相
談

週
間
」で
す
。
こ
の
週
間
は
、
行
政
相
談
制
度
に
つ
い

て
周
知
し
、
広
く
国
民
の
皆
様
に
こ
の
制
度
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け
て
い
る
も
の
で
す
。 

小
笠
原
村
で
も
、
行
政
相
談
員
が
次
の
と
お
り
行

政
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。 

国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、「説
明
に
納
得
で
き
な

い
」「処
理
が
間
違
っ
て
い
る
」な
ど
の
苦
情
や
要
望

を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
お
よ
び
場
所
》 

10
月
26
日
（水
）
午
後
６
時
～
９
時 

10
月
27
日
（木
）
午
前
９
時
～
正
午 

母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

【
父
島
】 

《
日
時
お
よ
び
場
所
》 

10
月
19
日
（水
）
午
前
８
時
～
正
午 

小
笠
原
村
役
場 

村
民
相
談
室 

10
月
29
日
（土
）
午
前
９
時
～
正
午 

二
見
港
お
が
さ
わ
ら
丸
船
客
待
合
所 

 

※
開
催
日
時
と
場
所
は
、
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

【
相
談
内
容
】 

年
金
、
保
険
、
福
祉
、
道
路
、
郵
便
、
旅
客
運
輸

関
係
な
ど 

 

【
相
談
員
】 

木
原 

彬
夫
（き
は
ら 

あ
き
お
） 

 
 

電
話 

２
―
２
１
１
２ 

 
 
 次
の
場
所
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

 

《
行
政
苦
情 

１
１
０
番
》 

総
務
省
東
京
行
政
評
価
事
務
所 

電 

話 

０
５
７
０
―
０
９
０
―
１
１
０ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―
５
３
３
１
―
１
７
６
１ 

 

《
東
京
総
合
行
政
相
談
所
》 

電 

話 

０
３
―
３
９
８
７
―
０
２
２
９ 

 

【
東
京
１
日
合
同
行
政
相
談
所
の
開
設
】 

 

上
京
中
の
方
は
、ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

《
日
時
お
よ
び
場
所
》 

 
 
 

10
月
18
日
（火
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時 

ＪＲ
東
京
駅
八
重
洲
地
下
街 

「
メ
イ
ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

  

Ｔ
Ｓ
Ｌ
就
航
に
係
る
金
融
支
援 

 

村
で
は
、
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー
就
航
を
契

機
と
し
た
、
観
光
客
の
受
入
体
制
の
充
実
を
図
る
た

め
、
村
内
の
中
小
企
業
者
（個
人
ま
た
は
法
人
）の
方

を
対
象
に
金
融
支
援
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

【
支
援
内
容
】 

《
利
子
補
給
金
》 

対
象
融
資
額
の
返
済
利
率
の
２
分
の
１
に

相
当
す
る
額
（利
子
補
給
率
２
％
を
限
度
と
す

る
。
借
入
日
か
ら
最
長
５
年
間
）を
補
助
す
る
。 
 

《
信
用
保
証
料
補
助
金
》 
 
 
 

信
用
保
証
料
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額

（一
括
払
い
の
場
合
に
限
る
）を
補
助
す
る
。 

【
対
象
者
】
①
～
③
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方 

①
融
資
決
定
時
に
村
内
に
住
所
お
よ
び
事
業
所
を

有
し
て
い
る
こ
と
（旧
島
民
の
方
で
永
住
を
し

よ
う
と
す
る
場
合
は
村
内
に
住
所
が
な
く
て

も
可
） 

 

②
村
に
対
す
る
債
務
を
完
納
し
て
い
る
こ
と 

 

③
小
笠
原
村
観
光
協
会
、
母
島
観
光
協
会
ま
た
は

小
笠
原
村
商
工
会
の
正
会
員
で
あ
る
こ
と 

【
支
援
対
象
資
金
】 

次
の
施
設
の
取
得
、
新
規
整
備
、
増
築
、
改
修
、

改
善
の
た
め
の
資
金
を
対
象
と
し
ま
す
。 

 

○
宿
泊
施
設
（ホ
テ
ル
、
旅
館
、
民
宿
等
） 

 

○
店
舗
（
飲
食
店
、
物
品
販
売
店
等
） 

 

○
土
産
品
、
特
産
品
等
の
製
造
所
・
設
備 

○
観
光
客
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
の
店
舗
・

設
備
（ガ
イ
ド
業
、
レ
ン
タ
ル
業
、
旅
客
運
送
等
） 

 
○
そ
の
他
の
目
的
で
特
に
村
が
認
め
る
も
の 
【
対
象
融
資
（機
関
）】 

 

○
国
民
生
活
金
融
公
庫
等
政
府
系
金
融
機
関
融
資 

 

○
東
京
都
中
小
企
業
制
度
融
資 

 

○
東
京
都
小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金
融
資 

 

○
七
島
信
用
組
合
融
資 

 

○
東
京
島
し
ょ
農
業
協
同
組
合
融
資 

 

○
そ
の
他
の
融
資
機
関
で
特
に
村
が
認
め
る
も
の 

【
対
象
融
資
額
限
度
】
８
千
万
円 

【
支
援
対
象
期
間
】 

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
融
資
決
定

を
受
け
て
い
る
こ
と 

【
申
請
期
限
】 

 
 

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
60
日
以
内 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 

２
―
３
１
１
４ 

 

村
営
バ
ス
休
日
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス 

 

村
営
バ
ス
で
は
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
「
休
日
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
を

期
間
限
定
で
再
開
し
ま
す
。 

 

村
民
の
方
は
、
ワ
ン
コ
イ
ン(

大
人
１
０
０
円
・
小

人
50
円)

で
乗
車
で
き
ま
す
の
で
、
休
日
に
は
自
動

車
の
ご
利
用
を
控
え
、
ぜ
ひ
バ
ス
で
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。 

【
実
施
期
間
】 

10
月
１
日
（
土
）
か
ら
平
成
18
年
３
月
26
日

（日
）ま
で
の
土
・
日
・
祝
日 

※
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
は
、
車
内
に
て
現
金
で

の
お
支
払
い
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
営
バ
ス
営
業
所 

 
 
 
 

２
―
３
９
８
８ 

 
 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

２
―
３
１
１
４ 

 

小
笠
原
村
観
光
親
善
大
使 

「
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
」 

 

８
月
４
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
、
北
海
道
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
本
拠
地
で
あ
る
札
幌
市
で
ふ
れ

あ
い
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
笠

原
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
札
幌
少
年
野
球
チ
ー
ム
と
野
球

を
通
じ
て
交
流
を
す
る
事
業
で
す
。 

５
日
に
は
北
海
道
ら
し
か
ら
ぬ
暑
さ
の
中
で
、
札

幌
の
チ
ー
ム
２
チ
ー
ム
（月
寒
ア
パ
ッ
チ
ャ
ー
ズ
野

球
少
年
団
、真
駒
内
ド
リ
ー
ム
ス
）と
札
幌
市
営
麻
生

球
場
で
交
流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。 
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試
合
結
果
は
、 
《
第
１
試
合
》 
小
笠
原
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ 

対 
月
寒
ア
パ
ッ
チ
ャ
ー
ズ
野
球
少
年
団 
10 
対 
６ 

《
第
２
試
合
》 

真
駒
内
ド
リ
ー
ム
ス 

対 

月
寒
ア
パ
ッ
チ
ャ
ー
ズ
野
球
少
年
団 

０ 

対 

２ 

《
第
３
試
合
》 

小
笠
原
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ 

対 

真
駒
内
ド
リ
ー
ム
ス 

２ 

対 

３ 

と
、
そ
れ
ぞ
れ
１
勝
１
敗
と
い
う
結
果
で
し
た
。 

そ
の
夜
に
は
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
園
で
小
笠
原
選

手
を
迎
え
、
子
供
た
ち
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
小
笠
原
選
手
の
話
を
聞
い
て
い
る
子
供
た
ち
は

小
笠
原
の
子
供
も
札
幌
の
子
供
も
真
剣
そ
の
も
の
で

し
た
。 

 

翌
日
は
、
み
ん
な
で
小
笠
原
選
手
を
応
援
に
札
幌

ド
ー
ム
へ
行
き
応
援
し
て
き
ま
し
た
。 

本
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

島
内
美
化
運
動
（父
島
） 

 

村
で
は
、
き
れ
い
で
住
み
よ
い
島
づ
く
り
の
た
め
、

島
内
（父
島
）美
化
運
動
を
実
施
し
ま
す
。 

作
業
終
了
後
、
冷
た
い
飲
み
物
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
皆
様
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

【
日
時
】 

 
 

10
月
30
日
（日
）
午
前
９
時
～
（
※
雨
天
中
止
） 

 

【
集
合
場
所
】 

 

○
大
神
山
中
央
公
園
お
祭
り
広
場 

 

○
奥
村
運
動
場 

 

※
参
加
し
や
す
い
場
所
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。 

 

【
作
業
場
所
】 

 
 

都
道
２
４
０
号
線
周
辺 

（
気
象
庁
前
～
第
一
ト
ン
ネ
ル
入
口
） 

 

【
作
業
内
容
】 

 
 

空
き
缶
な
ど
の
ご
み
拾
い
。 

 

※
軍
手
、
ご
み
袋
は
村
で
用
意
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て 

 

◎
正
し
く
分
別
し
て
い
ま
す
か
？  

空
き
缶
と
金
属
類 
 
 

分
別
に
関
し
て
問
い
合
わ
せ
の
多
い
、
空
き
缶
と

金
属
類
に
つ
い
て
再
度
確
認
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

【
空
き
缶
（黄
色
コ
ン
テ
ナ
）】 

飲
料
缶
の
み
で
す
。
缶
詰
缶
は
入
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
必
ず
中
身
を
空
に
し
て
、
水
で
軽
く
す
す
い

で
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
金
属
類
（緑
色
コ
ン
テ
ナ
）】 

《
容
器
類
》 

飲
料
缶
以
外
の
金
属
容
器
、
缶
詰
缶
（
必
ず

中
身
を
空
に
し
て
、
洗
っ
て
く
だ
さ
い
）、
ス

プ
レ
ー
缶
（
必
ず
中
身
を
使
い
切
っ
て
か
ら
穴

を
開
け
て
く
だ
さ
い
）、
一
斗
缶
（
中
身
は
空

で
出
し
て
く
だ
さ
い
）、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル 

《
調
理
器
具
類
》 

鍋
、
や
か
ん
、
フ
ラ
イ
パ
ン
、
電
気
ポ
ッ
ト
、

家
庭
用
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
そ
の
他
金
属
製
調
理
器

具 

《
家
電
製
品
》 

資
源
コ
ン
テ
ナ
に
入
る
大
き
さ
の
小
型
家

電
製
品
、
家
庭
用
電
話
機
、
時
計
類
（
電
池
は

取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。） 
 

※
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◎
ご
存
知
で
す
か
？ 

粗
大
ご
み 

  

粗
大
ご
み
の
回
収
日
は
、
何
を
出
し
て
も
良
い
日

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

粗
大
ご
み
と
は
、
タ
ン
ス
、
食
器
棚
、
自
転
車
、

ベ
ッ
ト
、
布
団
、
家
具
、
資
源
コ
ン
テ
ナ
に
入
ら
な

い
大
型
の
家
電
製
品
な
ど
で
す
。 

 

黄
・
青
・
緑
・
赤
色
の
各
コ
ン
テ
ナ
回
収
物
お
よ

び
通
常
の
可
燃
ご
み
で
出
す
も
の
は
、
粗
大
ご
み
で

の
回
収
は
し
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
一
度
に
多
量
に
排
出
す
る
場
合
は
、
粗
大

ご
み
収
集
日
以
外
で
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
持
ち
込
み
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
必
ず
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係  

３
―
２
１
１
１ 

 

10
月
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
月
で
す 

  

使
用
済
み
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍

庫
、
洗
濯
機
は
、
毎
偶
数
月
に
共
勝
丸
で
島
外
搬
出

を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
程
は
決
ま
り
し
だ
い
村
掲
示

板
と
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

【
メ
ー
カ
ー
名
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
】 

 
 

郵
便
局
へ
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
振
り
込
む
際
、

製
造
メ
ー
カ
ー
番
号
を
誤
っ
て
記
入
す
る
と
、
搬

出
当
日
に
引
き
取
り
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
必

ず
メ
ー
カ
ー
名
を
確
認
の
上
、
振
り
込
み
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

記
入
方
法
な
ど
不
安
な
方
は
メ
ー
カ
ー
名
を
控

え
て
か
ら
役
場
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

特
に
冷
凍
庫
は
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
の
判
断
が

難
し
い
た
め
、
必
ず
村
役
場
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
  

２
―
３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

島
嶼
交
流
大
会 

 

【
日
程
】
12
月
３
日
（土
）、
４
日
（日
） 

 

【
場
所
】 

都
立
晴
海
総
合
高
等
学
校
、
ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝 

 

【
内
容
】 

○
島
嶼
対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

○
懇
親
会
（
島
嶼
の
文
化
交
流
） 

 

【
参
加
資
格
】 

島
嶼
在
住
の
18
歳
以
上
の
方 

 
 
 
 
 

チ
ー
ム
構
成 

男
女
各
２
名 

 

【
費
用
】
５
千
円
（昼
食
代
、
懇
親
会
費
） 

 

【
申
込
期
限
】
10
月
31
日
（月
） 

 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 
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村
立
中
学
校
用
教
科
書
の
採
択 

 
来
年
度
か
ら
中
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
が
決
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
教
科
書
は
平
成
21
年
度
ま
で

採
用
さ
れ
ま
す
。 

【
採
択
結
果
】 

                               

※
長
い
書
名
に
つ
い
て
は
一
部
省
略
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

学
校
公
開
週
間 

 

小
笠
原
小
学
校
と
小
笠
原
中
学
校
に
お
い
て
学
校

公
開
を
行
な
い
ま
す
。 

保
護
者
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
く

こ
と
で
、
各
校
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
ご
理
解
を
深

め
、
ま
た
、
広
く
ご
意
見
や
ご
感
想
を
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く

だ
さ
い
。 

 【
小
笠
原
小
学
校
】 

 

《
日
時
》
10
月
24
日
（月
）～
28
日
（金
） 

午
前
８
時
～
午
後
３
時
30
分 

（
６
校
時
終
了
・
下
校
指
導
） 

※
水
曜
日
は
午
後
０
時
20
分
ま
で
で
す
。 
《
そ
の
他
》 
○
授
業
の
他
に
休
み
時
間
や
お
弁
当
等
の
様
子

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

○
来
賓
・
地
域
の
方
の
受
付
は
職
員
玄
関
で
す
。 

 

【
小
笠
原
中
学
校
】 

《
日
時
》
10
月
31
日
（月
）～
11
月
５
日
（土
） 

午
前
８
時
20
分
～
午
後
０
時
10
分 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分 

※
11
月
５
日
は
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
を

午
後
１
時
30
分
か
ら
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏

を
午
後
２
時
30
分
か
ら
行
な
い
ま
す
。 

 

【
注
意
事
項
】 

車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

 

２
―
２
０
１
２ 

小
笠
原
中
学
校 

 

２
―
２
５
０
２ 

       

     

東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー 

に
よ
る
巡
回
相
談 

 

幼
児
・
児
童
の
子
育
て
に
関
し
て
、
児
童
相
談
セ

ン
タ
ー
の
専
門
の
医
師
、
臨
床
心
理
士
、
児
童
福
祉

司
が
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

ご
相
談
の
あ
る
方
は
、
10
月
５
日
（水
）ま
で
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

【
相
談
内
容
】 

○
児
童
の
健
康
管
理
に
関
す
る
相
談 

 

○
育
成
・
育
児
相
談
（不
登
校
、
進
学
等
の
進
路
選

択
、
し
つ
け
、
性
格
や
行
動
に
関
す
る
相
談
） 

 

○
知
的
発
達
障
害
相
談
（こ
と
ば
の
遅
れ
、
自
閉

症
、
知
的
発
達
障
害
、
重
症
心
身
障
害
、
愛
の
手

帳
交
付
な
ど
） 

 

○
身
体
障
害
相
談
（
視
聴
覚
障
害
、
言
語
発
達
障

害
、
肢
体
不
自
由
に
関
す
る
相
談
な
ど
） 

 

○
養
護
相
談
（被
虐
待
児
、
親
の
家
出
、
親
の
傷
病

等
に
よ
り
養
育
が
困
難
な
児
童
の
相
談
な
ど
） 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
10
月
20
日
（木
）
午
後
４
時
～
６
時 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
10
月
22
日
（土
） 

午
後
１
時
30
分
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
和
室 

 

※
相
談
者
の
人
数
等
に
よ
っ
て
相
談
時
間
の
変
更

が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 

 

東
京
都
宿
泊
施
設 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
助
成
金
の
追
加
募
集 

 【
対
象
施
設
】 

旅
館
業
法
の
許
可
を
受
け
て
東
京
都
内
で
営

業
し
て
い
る
施
設
（民
宿
を
含
み
ま
す
。） 

【
対
象
者
】 

 
 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
た
め
の
設
備
費
用
を
自

ら
負
担
す
る
者
（法
人
・
個
人
は
問
い
ま
せ
ん
。） 

【
助
成
金
額
】 

 
 

助
成
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内
か
つ
上
限
５
０

０
万
円 

【
助
成
対
象
と
な
る
施
設
整
備
】 

 
 

敷
地
内
通
路
、
駐
車
場
、
出
入
口
、
廊
下
、
階

段
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
客
室
、
便
所
、
浴
室
、 

 
 

シ
ャ
ワ
ー
室
、
客
席
（宴
会
場
を
含
む
）、
子
育
て

支
援
環
境
の
整
備
、
傾
斜
路
、
標
示
、
そ
の
他 

【
申
請
期
間
】 

10
月
３
日
（月
）～
11
月
30
日
（水
） 

な
お
、
申
請
の
受
付
後
、
順
次
、
交
付
を
決
定

し
ま
す
の
で
、
予
定
の
助
成
総
額
に
達
し
た
場
合

は
、
11
月
30
日
以
前
で
あ
っ
て
も
、
申
請
の
受

付
を
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

東
京
都
産
業
労
働
局
観
光
部
振
興
課 

地
域
振
興
係 

０
３
―
５
３
２
０
―
４
７
６
８ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
特
設
展 

 

【
内
容
】「
イ
ル
カ
の
穴
場
展
」 

イ
ル
カ
の
あ
ん
な
事
、
こ
ん
な
事
を
「
穴
」
を

テ
ー
マ
に
最
新
情
報
を
交
え
て
ご
案
内
し
ま
す
。 

貴
重
な
標
本
も
初
公
開
し
ま
す
。 

 

【
期
間
】
10
月
20
日
（木
）～
11
月
29
日
（火
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

英 
 

語 

技
術
・家
庭 

（家
庭
） 

技
術
・家
庭 

（技
術
） 

保
健
体
育 

美 

術 

音 

楽 

（器
楽
合
奏
） 

音 

楽 

（一
般
） 

理 

科 

（第
二
分
野
） 

理 

科 

（第
一
分
野
） 

数 

学 

地 

図 

社 

会 

（公
民
） 

社 

会 

（歴
史
） 

社 

会 

（地
理
） 

書 

写 

国 

語 

科 

目 

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｌ 

Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｈ 

新
し
い
技
術
・家
庭 

家
庭
分
野 

技
術
・家
庭 

技
術
分
野 

新
・中
学
校
保
健
体
育 

美 

術 

中
学
生
の
器
楽 

中
学
生
の
音
楽 

新
し
い
科
学 

新
し
い
科
学 

新
し
い
数
学 

中
学
校
社
会
科
地
図 

新
し
い
社
会 

公
民 

新
し
い
社
会 

歴
史 

社
会
科
中
学
生
の
地
理 

中
学
校
書
写 

国 

語 

教 

科 
書 
名 

学
校
図
書 

東
京
書
籍 

開
隆
堂 

学
習
研
究
社 

開
隆
堂 

教
育
芸
術
社 

教
育
芸
術
社 

東
京
書
籍 

東
京
書
籍 

東
京
書
籍 

帝
国
書
院 

東
京
書
籍 

東
京
書
籍 

帝
国
書
院 
光
村
図
書 

光
村
図
書 

発 

行 

者 
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精
神
保
健
福
祉
講
演
会
「自
殺
予
防
」 

 

【
日
時
】
10
月
14
日
（金
） 

 

【
場
所
】
小
笠
原
支
庁
２
階
会
議
室 

 

【
講
師
】
中
部
総
合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 

保
健
福
祉
部
長 

野
津 

眞 

医
師 

 

【
申
込
期
限
】
10
月
７
日
（金
） 

 

●
問
合
せ
先 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 
２
―
２
９
５
１ 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
10
月
の
「母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

【
日
時
】
10
月
３
日
（月
）、
31
日
（月
） 

午
後
５
時
～
６
時 

 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（要
予
約
）。 

 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
10
月
13
日
（木
）
午
後
７
時
～
９
時 
 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
10
月
14
日
（金
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

【
予
約
受
付
時
間
】 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

【
主
催
】 

東
京
弁
護
士
会 

 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

 
源
氏
物
語
初
め
て
講
座
Ⅱ 

 

【
日
程
お
よ
び
内
容
】 

10
月
20
日
（木
） 

若
紫
の
巻 

11
月
17
日
（木
） 

葵
の
巻 

12
月
15
日
（木
） 
須
磨
の
巻 

 
 

    

１
月 

19
日
（木
） 
明
石
の
巻 

 
 

    

２
月 

16
日
（木
） 

薄
雲
の
巻 

 

【
時 

間
】
午
後
６
時
～
８
時 
 

【
場 

所
】
小
笠
原
高
校 

 

【
対
象
者
】
18
歳
以
上
の
方 

 

【
定 

員
】
20
名
（申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

 

【
費 

用
】
千
円 

 

【
申
込
方
法
】 

10
月
14
日
（金
）ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
（住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年

齢
お
よ
び
電
話
番
号
が
必
要
で
す
。）。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

 
 
 
 
 
 

２
―
２
３
４
６ 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
―
２
３
４
１ 

 

テ
レ
ビ
地
上
波
放
送
中
断 

 
 

太
陽
雑
音
の
電
波
妨
害
現
象
に
よ
り
、次
の
時
間
、

放
送
が
中
断
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。 

【
予
想
日
時
】
10
月
２
日
（日
）～
６
日
（木
） 

 
 

午
後
０
時
22
分
ご
ろ
か
ら
約
６
分
間 

※
太
陽
雑
音
に
よ
る
電
波
妨
害
と
は
、
太
陽
、
放
送

衛
星
、
受
信
地
が
一
直
線
に
並
ん
だ
と
き
に
、
衛

星
電
波
と
と
も
に
強
力
な
太
陽
雑
音
を
受
け
る
た

め
に
起
こ
る
現
象
で
す
。
春
分
お
よ
び
秋
分
の
日

の
前
後
に
発
生
し
ま
す
。 
 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

２
―
３
５
１
０ 

 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動 

 

共
同
募
金
運
動
が
10
月
１
日
よ
り
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
ま
す
。 

集
め
ら
れ
た
寄
付
金
は
地
域
福
祉
の
推
進
の
た

め
に
配
分
さ
れ
、
小
笠
原
村
に
お
い
て
も
東
京
都
共

同
募
金
会
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
車
両
購
入
の

た
め
の
配
分
金
等
を
受
け
て
い
ま
す
。 

 

共
同
募
金
運
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
共
同
募
金
会
小
笠
原
村
地
区
協
力
会 

（
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
） 

２
―
２
４
８
６ 

 
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 

昨
年
度
、
父
島
図
書
室
で
の
年
間
貸
出
総
数
は
２

万
７
７
７
冊
、
村
民
１
人
当
た
り
で
は
10
冊
以
上
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
平
均
の
３
倍
以
上
の
実

績
で
す
。 

ま
た
、
予
約
受
付
件
数
は
４
６
９
件
で
、
こ
の
内

３
５
４
冊
は
都
立
図
書
館
か
ら
協
力
貸
出
を
受
け
て

い
ま
す
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
の
図
書
室
サ
ー
ビ
ス

も
活
用
し
、
あ
な
た
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
豊
か
に

し
ま
せ
ん
か
。 

 【「
本
を
読
ん
で
る
君
が
好
き
」 

読
書
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す
】 

 

文
化
の
日
を
中
心
に
２
週
間
（
10
月
27
日
～
11

月
９
日
）「
第
59
回
読
書
週
間
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
読
書
週
間
が
始
ま
る
10
月
27
日
は
「
文

字
・
活
字
文
化
の
日
」
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
活

字
に
親
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

今
年
は
、
父
島
内
の
各
学
校
図
書
室
と
父
島
図
書

室
と
が
連
携
し
、
読
書
週
間
の
展
示
等
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
よ
う
相
互
協
力
し
て
い
ま
す
。
ご
来
館
、

ご
来
校
の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い 

※
読
書
週
間
展
示
の
日
程
・
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、

各
図
書
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室 ２
―
２
９
１
１ 

小
笠
原
小
学
校
図
書
室 

 
 

２
―
２
０
１
２ 

小
笠
原
中
学
校
図
書
室 

 
 

２
―
２
５
０
２ 

小
笠
原
高
校
図
書
館 

 
 
 

２
―
２
３
４
６ 

 

11
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

11
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（
旅
客
・
貨
物
） 

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
10
月
分
か
ら
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

８
３
５
０
円
（
＋
７
９
０
円
） 

小
人 

４
１
８
０
円
（
＋
４
０
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
１
８
０
円
（
＋
４
０
０
円
） 

小
人 

２
０
９
０
円
（
＋
２
０
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）》 

大
人 

５
４
４
０
円
（
＋
５
２
０
円
） 

小
人 

２
７
２
０
円
（
＋
２
６
０
円
） 
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【
貨
物
運
賃
】 

 
《
１
等
品
》
８
５
７
２
円
（
＋
５
０
８
円
） 
《
２
等
品
》
８
０
３
６
円
（
＋
４
７
６
円
） 

《
３
等
品
》
７
５
０
１
円
（
＋
４
４
５
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

８
５
９
円
（
＋
51
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
４
７
円
（
＋
38
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

 

あ
そ
び
の
達
人
教
室
in
お
が
さ
わ
ら 

 

【
海
あ
そ
び
の
達
人
】
※
予
約
制 

 

小
笠
原
の
昔
を
知
っ
て
イ
カ
ダ
に
乗
ろ
う
。 

《
日
時
》
10
月
２
日
（日
） 

午
前
９
時
40
分
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
扇
浦
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》
弁
当
、
水
着
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
着
替
え 

 

【
む
か
し
あ
そ
び
】 

 
 

昔
は
ど
ん
な
遊
び
を
し
て
い
た
の
か
な
。 

《
日
時
》
10
月
５
日
（水
）
午
後
２
時
～
５
時 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
30
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

 

【
農
業
セ
ン
タ
ー
で
あ
そ
ぼ
う
！
】
※
予
約
制 

 

み
ん
な
で
作
っ
た
苗
を
植
え
よ
う
。 

《
日
時
》
10
月
19
日
（水
） 

午
後
１
時
40
分
～
４
時 

《
場
所
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
（恵
み
の
像
前
） 

 

《
募
集
人
数
》
30
名 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》
帽
子
、
タ
オ
ル 

 

【
ろ
う
そ
く
作
り
の
達
人
】
※
予
約
制 

 

ハ
チ
の
巣
か
ら
と
れ
る
も
の
を
使
お
う
。 

《
日
時
》
10
月
23
日
（日
） 

午
前
10
時
40
分
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》
弁
当
、
帽
子
、
飲
み
物
、
お
や
つ 

 

【
秋
の
空
の
勇
者
と
お
姫
様
】 

 

秋
の
星
座
と
伝
説
を
一
緒
に
お
ぼ
え
よ
う
。 

《
日
時
》
10
月
25
日
（火
） 

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

 

【
海
で
あ
そ
ぼ
う
！
】
※
予
約
制 

 
 

海
で
の
仕
事
を
体
験
し
て
み
よ
う
。 

《
日
時
》
10
月
26
日
（水
） 

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 
《
場
所
》
水
産
セ
ン
タ
ー
正
門
前 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

 

《
持
ち
物
》 

水
着
（Ｔ
シ
ャ
ツ
着
用
）、
帽
子
、
タ
オ
ル 

 

【
生
き
物
さ
が
し
の
達
人
】
※
予
約
制 

 

生
き
物
を
よ
く
知
っ
て
か
ら
探
し
に
い
こ
う
。 

《
日
時
》
10
月
29
日
（土
） 

午
前
９
時
40
分
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
小
港
園
地
駐
車
場 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》
弁
当
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
虫
か
ご
、
網 

 

【
注
意
事
項
】 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
（保

護
者
同
伴
で
見
学
は
で
き
ま
す
。）。 

○
参
加
費
に
バ
ス
代
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

○
荒
天
等
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

あ
そ
び
の
達
人
教
室
事
務
局 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

 

                                          

                                          

地産地消のすすめ 
 

◎１０月に「小笠原らしい市」の開催を予定しています 
 

地産地消の形として全国に定着してきた農産物直売所は、そのほとんどがお年寄りや主婦の方が出荷している農産物に

よって支えられているのが実情だそうです。 
小笠原でも兼業農家や家庭菜園で農産物がかなり栽培されており、地産地消の下地は出来上がっているように思えま

す。 
１０月には農協の協力を得て、パパイヤマートの横の敷地で農産物と海産物の「市」を開催する予定です。 
島内で栽培した野菜や果物などを数多く出荷していただいて、多くの村民の皆さんに買ってもらいたいものです。 
 

 

●問合せ先 地産地消推進会議（総務課内）２－３１１１ 
 

◆ 島ズッキーニのグラタン◆ 
 

 

 
《作り方》 
 

① ベーコン、玉ねぎは千切りにし、ズッキーニは皮をむいて薄切りにする。 

② フライパンにバターを溶かし、小麦粉を振りながら弱火で炒める。 

③ ②に牛乳を少しずつ加えながら小麦粉が“だま”にならないようにのばして

  ホワイトソースを作る。 

④ 別の鍋にバターを溶かし、玉ねぎをしんなりするまで炒める。 

⑤ グラタン皿に④の玉ねぎ、ベーコン、ズッキーニを入れて、③のホワイト

ソースをかけ、その上に粉チーズ、パプリカ、パセリを振りかける。 

⑥ ⑤をオーブンで軽くこげ目がつくまで焼く。 
 

☆レシピ提供：商工会女性部 

《材料》２～３人前 
 

Ａ：島ズッキーニ   １００ｇ 
Ｂ：ベーコン     ５０ｇ     

Ｃ：玉ねぎ      １００ｇ 

Ｄ：粉チーズ     大さじ１ 

Ｅ：パプリカ（粉末） 少々 

Ｆ：パセリ      少々 

Ｇ：牛乳       ５００cc 

Ｈ：小麦粉      大さじ４ 

Ｉ：バター      大さじ３ 

ズッキーニと相性の良いベーコンを使ったグラタン 
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島
嶼
会
館
の
休
館
お
よ
び 
年
末
・
年
始
臨
時
営
業
の
お
知
ら
せ 

  

今
年
度
も
年
末
年
始
の
宿
泊
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

た
め
、
年
末
年
始
に
営
業
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
利
用
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

【
休
館
日
】 

12
月
11
日
（日
）～
13
日
（火
）の
３
日
間 

※
14
日
か
ら
営
業
再
開
（年
末
年
始
も
営
業
） 

 

●
問
合
せ
先 

島
嶼
会
館 

 

０
３
―
３
４
３
７
―
３
０
６
１ 

      

専
門
診
療 

 

◎
整
形
外
科
（
東
京
医
科
大
学
病
院
） 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
10
月
７
日
（金
）
午
後 

 
 
 
 
 
 

      

８
日
（土
）
午
前
・
午
後 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
10
月
10
日
（月
）
午
後 

 
  
 

12
日
（水
）
午
前
・
午
後 

  
      

13
日
（木
）
午
前
・
午
後 

 
             

14
日
（金
）
午
前
・
午
後 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

◎
皮
膚
科
（
東
京
医
科
大
学
病
院
） 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
10
月
21
日
（金
）
午
後 

 
 
 
 
 
 

       

22
日
（土
）
午
前
・
午
後 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
10
月
24
日
（月
）
午
後 

 
 

  25
日
（火
）
午
前
・
午
後 

  
    

 26
日
（水
）
午
前
・
午
後 

 
           

  27
日
（木
）
午
前
・
午
後 

 

   

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

【
受
付
時
間
（整
形
外
科
・皮
膚
科
共
通
）】 

 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
任
意
予
防
接
種 

  
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、
効
果
が
現
れ

る
ま
で
約
２
週
間
、
効
果
は
約
５
か
月
間
持
続
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
し

始
め
る
12
月
中
旬
ま
で
に
接
種
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。 

【
第
１
回
目
接
種
期
間
】 

 
 

10
月
17
日
（月
）～
10
月
21
日
（金
） 

【
第
２
回
目
接
種
期
間
】 

 
 

11
月
14
日
（月
）～
11
月
18
日
（金
） 

【
接
種
回
数
】 

 

《
13
歳
未
満
》   

２
回 

 

《
13
歳
～
64
歳
》  

１
～
２
回 

 

《
65
歳
以
上
》   

１
回 

【
接
種
手
数
料
】
１
回 

２
２
０
０
円 

【
申
込
方
法
】
10
月
３
日
（月
）か
ら
電
話
ま
た
は
診

療
所
窓
口
で
受
け
付
け
し
ま
す
。 

【
そ
の
他
】 

○
接
種
期
間
以
外
の
希
望
が
あ
る
方
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

 

○
事
業
所
単
位
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 
 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
５ 

予
防
接
種
日
程
変
更 

 

11
月
の
予
防
接
種
の
日
程
が
変
更
に
な
り
ま
す
。 

 

【
実
施
日
】
11
月
４
日
（木
）
※
変
更
前
11
月
３
日 

※
こ
の
日
に
生
ワ
ク
チ
ン
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
麻
疹
、
風
疹
） 

の
接
種
を
す
る
と
、
12
月
１
日
の
予
防
接
種
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、必
ず
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日 

時
】
10
月
18
日
（火
）
午
後
２
時
～
４
時 

（
受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
） 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

肺
が
ん
検
診 

 

【
対
象
者
】 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
40
歳
以
上

の
方 

【
検
査
方
法
】
喀
た
ん
検
査
法 
【
費 

 

用
】
無
料 
【
申
込
方
法
】 
検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

直
接
申
込
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

は
、
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。 

【
申
込
期
限
】
11
月
11
日
（
金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 
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― 村民課福祉係 ― 

―  第 ６８ 号  ― 

 

 

住民健診へ行こう！  

健診の目的は２つあります。ひとつは病気を早期に見つけるために、もうひとつは病気を予防して健

康を維持するための足がかりにするためにです。年に1回の大切なチャンス! 去年、受診の機会を逃し

た方などは、ぜひ住民健診を受け、あなたの健康づくりに役立てください。 
 

住民健診のご案内 
 

日  時 母島 11月 20日（日）、21日（月） 

     父島 11月 23日（水）～28日（月） 
 

対 象 者 30 歳以上で小笠原村に住民票をお持ちの方（肺がん・大腸がん検診は40歳以上） 
 

申込時期 11 月以降（肺がん検診は10月 3日～11月 11日、大腸がん検診は受付済）電話申込制 
 

会  場 母島 母島診療所  

     父島 地域福祉センター  

※申込方法、日時の詳細については、11月号村民だよりに掲載します。 
                                                       

住民健診で行なう主な検査 
 

１．基本健康診査 
 

問診、内科診察、身体測定（身長・体重・肥満度）、血圧測定、血液検査、心電図、尿検査、胸部レン

トゲン検査などを実施し、心疾患、脳疾患、腎疾患、糖尿病、肝疾患、尿路・膀胱の疾患をチェック 
 

２．がん検診 
 

胃がん検診  胃内視鏡検査  
 

大腸がん検診 １次検査：便潜血検査（2日法）受付済 

２次検査：便潜血陽性者に注腸X線検査・大腸内視鏡検査を実施する。 
 

肺がん検診  事前に痰を採取（喀痰検査）し、当日胸部レントゲン検査を実施する。    
 

乳がん検診  視診、触診、超音波エコー、細胞診 
 

子宮がん検診 視診、内診、コルポスコープ診（拡大鏡）、超音波エコー、細胞診            

 

 

 

 

 

イルカの伝言板 

 

 
 

 

 

 
健康に関するご相談先 

村民課福祉係 ２－３９３９ 

 

イルカ：今月のゲストは島しょ保健所小笠原出張所の保健師の 

野呂さんです。野呂さんの健康法を教えてください！ 
 

野呂さん：7 年前から健康のためにと散歩を始めました。45 分

位歩いていたのですが、島に来てからはコースの都合で歩くの

は30分位。それでテレビ体操を加えました。6時半からの10

分間です。身体をほぐして小・中学校時代さんざんやったラジ

オ体操第１、第２をします。おかげで手などもよーく挙がるよ

うになって満足しています。今は単身赴任なので、食事のバラ

ンスにも気をつけています。みなさん一緒に健康づくり始めま

しょう！！  
                                                  
イルカ：ありがとうございましたー！！！     
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世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

「
外
来
種
（移
入
種
）対
策
に
つ
い
て
」
④ 

 

【
固
有
種
と
外
来
種
の
割
合
】 

 

小
笠
原
諸
島
は
、
本
州
か
ら
南
に
約
千
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
離
れ
、
島
の
誕
生
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
一
度

も
大
陸
と
つ
な
が
っ
た
こ
と
の
な
い
海
洋
島
で
す
。

そ
の
周
囲
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
は
大
陸
が

な
く
、
生
き
物
が
こ
の
島
々
に
分
布
を
広
げ
る
に
は

非
常
に
大
き
な
制
限
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
こ
の
遠
い
海
を
移
動
で
き
る
能
力
を

備
え
た
動
物
や
植
物
、
幸
運
に
も
流
れ
着
い
た
生
き

物
だ
け
が
こ
の
島
の
生
態
系
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
た
ど
り
着
い
た
生
き
物
た
ち
も
、

競
争
相
手
が
い
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
独
自
の
進
化

を
と
げ
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
小
笠
原
に
は
世
界
で
も
こ
こ
だ
け
に

し
か
み
ら
れ
な
い
生
物
が
数
多
く
生
息
し
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
植
物
で
み
た
場
合
、
小
笠
原
諸
島
の
固
有
種

率
は
約
37
％
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
沖
縄
を

中
心
と
し
た
琉
球
列
島
の
固
有
種
率
は
５
％
に
過
ぎ

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
固
有
性
の
高
さ
は
小
笠

原
の
自
然
が
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
示

し
て
い
ま
す
。 

確
認
さ
れ
た
植
物
種
（維
管
束
植
物
）に
占
め
る
固

有
種
の
割
合
を
固
有
種
率
、
同
じ
く
外
来
種
の
割
合

を
外
来
種
率
と
す
る
と
、
主
な
島
別
の
デ
ー
タ
は
下

の
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
表
か
ら
み
て
も
、
人
が
住
ん
で
い
な
い
属
島

部
分
に
は
小
笠
原
在
来
の
植
生
が
比
較
的
よ
く
保
た

れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

※
平
成
14
・
15
年
度
小
笠
原
地
域
自
然
再
生
推
進

計
画
調
査
報
告
書
よ
り
作
成 

                       

※
母
島
列
島
の
属
島
部
は
古
い
情
報
に
よ
る 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
15 

「
＃
39
の
出
産
」 

 

個
体
識
別
番
号
＃
39
（
あ
だ
名
は
ピ
ア
ス
ま
た

は
ノ
ッ
チ
）は
、今
年
３
月
号
の
村
民
だ
よ
り
で
紹
介

し
た
メ
ス
の
イ
ル
カ
で
す
。
背
ビ
レ
の
穴
（写
真
左

下
）と
尾
ビ
レ
の
つ
け
根
付
近
の
Ｖ
字
の
切
れ
込
み

（写
真
右
上
）が
大
き
な
特
徴
で
す
。 

こ
の
＃
39
を
村
民
だ
よ
り
で
紹
介
し
た
数
か
月

前
ま
で
、
大
き
な
子
供
（＃
38)

を
連
れ
て
い
る
の
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
５
月
の
調

査
で
親
子
が
一
緒
に
泳
い
で
い
な
い
の
を
確
認
。
す

る
と
翌
月
の
６
月
１
日
に
は
＃
39
の
お
腹
が
大
き

く
な
っ
て
い
て
、
「妊
娠
し
て
い
る
の
で
は
？
」と
い

う
期
待
が
ふ
く
ら
み
ま
し
た
。 

７
月
17
日
に
も
「妊
娠
し
て
い
る
」と
い
う
情
報

が
Ｏ
Ｗ
Ａ
イ
ル
カ
調
査
隊
に
入
っ
て
き
ま
し
た
が
、

７
月
21
日
に
新
生
児
を
連
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
イ

ル
カ
調
査
隊
が
確
認
し
ま
し
た
（写
真
）。 

今
後
も
Ｏ
Ｗ
Ａ
イ
ル
カ
調
査
隊
で
は
こ
の
親
子

に
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                        

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
52 

 

― 

３
本
の
棒
に
ご
注
意
願
い
ま
す 

― 
 

空
も
海
も
風
も
、
す
っ
か
り
秋
の
気
配
で
す
が
、

砂
浜
で
は
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
シ
ー
ズ
ン
は
ま
だ
ま

だ
続
行
中
で
す
。 

最
近
、
海
岸
で
砂
に
さ
さ
っ
た
３
本
の
棒
に
気
付

か
れ
た
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？ 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、各
海
岸
の
産
卵
巣
の
上
に
、

明
ら
か
に
人
為
的
な
も
の
と
わ
か
る
よ
う
に
、
３
本

の
枯
れ
枝
や
流
木
を
ま
と
め
て
さ
し
て
い
ま
す
。 

稚
ガ
メ
が
ふ
化
し
、
脱
出
ま
で
砂
の
中
で
待
機
し

て
い
る
間
、
巣
の
中
に
は
わ
ず
か
な
空
洞
が
で
き
て

お
り
、
こ
の
上
を
歩
い
た
り
す
る
と
、
巣
を
踏
み
抜

く
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
稚
ガ
メ
は
突

然
の
思
わ
ぬ
刺
激
に
よ
り
、
ま
だ
準
備
が
で
き
て
い

な
い
ま
ま
砂
か
ら
は
い
出
し
て
し
ま
っ
た
り
、
逆
に

う
ま
く
は
い
出
せ
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。 

稚
ガ
メ
は
、
卵
か
ら
ふ
化
し
て
砂
か
ら
脱
出
す
る

ま
で
に
通
常
50
～
60
日
を
要
し
ま
す
が
、
涼
し
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
以
上
の
日
数
が
か
か
り
ま

す
。 今
年
は
、
産
卵
シ
ー
ズ
ン
終
盤
で
あ
る
８
月
中
も

産
卵
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
10
月
中
も
ま
だ

小
笠
原
の
あ
ち
こ
ち
の
浜
で
ふ
化
が
続
い
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
巣
に
よ
っ
て
は
、
今
ま
さ
に
砂
の
す

ぐ
下
で
、
稚
ガ
メ
が
脱
出
の
機
会
を
待
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
、
こ
の
３
本
の
棒
の
そ

ば
に
近
づ
い
た
り
抜
い
た
り
せ
ず
に
、
も
う
し
ば
ら

く
そ
っ
と
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

        

「カメの卵があります！」 

という目印の３本の棒 

 植物種数 固有種数 固有種率 外来種率 
父島 ６２２ １２９ ２１％ ４３％ 
兄島 ２３０ ９５ ４１％ ２０％ 

父
島
列
島 弟島 ２６６ ８４ ３２％ ３０％ 
母島 ４４８ １２２ ２７％ ３８％ 
向島 １０８ 調査中 ― １９％ 
平島 ６７ 調査中 ― １９％ 

母
島
列
島 

姉島 １００ 調査中 ― １８％ 
聟島 ２００ ５７ ２９％ ３０％ 
媒島 １４０ 調査中 ― ３１％ 

聟
島
列
島 嫁島 ３４ ― ― １５％ 
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【
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
小
笠
原
生
ま
れ
の
カ
メ
を
発
見
！
】 

 

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
東
サ
マ
ー
ル
州
テ
ュ
バ
バ
オ
島
か

ら
、
足
に
Ｊ
Ｐ
Ｎ
（ジ
ャ
パ
ン
）の
標
識
を
つ
け
た
ア

オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
９
月
７
日
に
刺
し
網
に
引
っ
か
か
っ

て
い
た
と
い
う
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。 

こ
の
カ
メ
は
、２
０
０
２
年
の
夏
に
人
工
ふ
化
し
、

２
０
０
３
年
10
月
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（ジ
ャ
イ
カ 

国
際

協
力
事
業
団
）で
小
笠
原
に
研
修
に
来
て
い
た
南
太

平
洋
諸
島
の
皆
さ
ん
が
、
実
習
の
中
で
宮
之
浜
か
ら

放
流
し
た
６
頭
の
う
ち
の
１
頭
で
し
た
。
甲
羅
の
長

さ
は
、
放
流
時
の
36
㎝
（１
歳
）か
ら
47
㎝
（３
歳
）

に
ま
で
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１
歳
ま
で
育
て
た
子
ガ
メ

に
標
識
を
つ
け
て
、
毎
年
２
０
０
～
３
０
０
頭
放
流

し
て
い
ま
す
が
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
海
に
出
て
行
く
稚

ガ
メ
よ
り
も
生
存
率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
子
ガ
メ
は
、
今
ま
で
に
伊
豆
七
島
や

内
地
の
沿
岸
部
で
見
つ
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の

詳
し
い
生
態
に
関
し
て
は
、
未
だ
不
明
な
部
分
が
多

く
、
今
回
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
発
見
は
、
大
変
貴
重

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

                

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 

   

小笠原生まれのカメを助けたフィリピンのデュラン夫妻

 

２００５小笠原フォトコンテスト作品募集 
 
フォトコンテスト作品を募集しています。応募締め切りは１０月３１日までとなります。 

入賞した作品は、観光ＰＲ用として村に帰属させていただきます。今回は金賞受賞作品で観光宣伝用

のポスター（Ｂ０サイズ）を制作します。 

皆さんの作品が小笠原村の観光宣伝の大きな力になります。皆さんのご応募をお待ちしています。 

詳細は、小笠原村ホームページまたは村役場および観光協会に置いてある募集要綱をご覧ください。 
 
 

                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●問合せ先 
産業観光課 ２―３１１４ 

 ２００３ 写真部門 

【タイトル】天狗三重奏 

【撮影場所】父島周辺 

【撮 影 者】吉松 喜志夫

２００３ デジカメ部門 

【タイトル】楽園 

【撮影場所】境浦 

【撮 影 者】高橋 邦絵 

 ２００４ フォトコンテスト 

【タイトル】ジンベエ！ 

【撮影場所】西島沖 

【撮 影 者】稲生 閑夫 

 

過去の金賞作品 

※今月のＴＳＬコーナーは お休みします。 



高校図書館開放 出港日

出港日

テレビ地上波放送中断（～6）

乳幼児健診・歯科健診（父島）

インフルエンザ任意予防接種申込開始

東京都宿泊施設バリアフリー化助成

追加募集（～11/30） 行政相談（父島 29）

母島巡回労働相談

入港日

東京都児童相談センター巡回相談（母島）

ビジターセンター特設展

南島外来植物除去ボランティア申込締切 「イルカの穴場展」（～11/29）

小・中・高連合運動会一般参加種目申込締切

皮膚科専門診療（母島 ～22）

入港日

定期予防接種（毎月の予防接種とポリオ）

東京都児童相談センター巡回相談（父島）

整形外科専門診療（母島 ～8） 高校図書館開放

出港日

小笠原小・中・高連合運動会

高校図書館開放 皮膚科専門診療（父島 ～27）

小笠原小学校学校公開（～28）

出港日

入港日

兄島不発弾処理 入港日

整形外科専門診療（父島 10,12～14） 行政相談（母島 ～27）

南島外来植物除去作業実施日

村民意見・提案・相談・受付窓口

出港日

高校図書館開放

入港日

東京三弁護士会による法律相談（母島） 島内美化運動（父島）

母島小中学校学芸会

精神保健福祉講演会「自殺予防」

源氏物語初めて講座Ⅱ申込締切 2005小笠原フォトコンテスト応募締切

東京三弁護士会による法律相談（父島） 島嶼交流会申込締切

小笠原中学校学校公開（～11/5）

高校図書館開放 母島巡回労働相談
15 土

26 水

金14

10 月

27 木

土

24 月

22

日付曜日

12 水

13 木

2 日

行　事　予　定 行　事　予　定日付曜日

火18

17 月

1 土

6 木

3 月

5 水

4 火

9 日

20 木

21 金

8 土

7 金

11 火

16 日

19 水

23 日

25 火

31 月

28 金

29 土

30 日

体育の日


